
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

王⼦ネピア株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社⻑：森平⾼⾏）は、2024 年 10 ⽉ 1 ⽇（⽕）より、
「ネピア ネピネピ トイレットロール 2 倍巻 12 ロール RefF（リーフ） シングル／ダブル」を九州エリアで発売
いたします。本商品はユニ・チャーム株式会社（代表取締役 社⻑執⾏役員：⾼原 豪久）による⽔平リサイクルプ
ロジェクト RefF（リーフ）に参画したものです。当社は RefF（リーフ）プロジェクトにおいて、これまでリサイ
クル消費されていなかった固形燃料（RPF）の活⽤を担います。使⽤済み紙おむつから再⽣した固形燃料（RPF）
で発電した電⼒を利⽤してトイレットロールの⽣産を⾏い、パッケージに RefF（リーフ）マークを表記して販売
いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

取り組みの背景‐使⽤済み紙おむつの排出量増加問題 
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王子ネピアとユニ・チャームが連携！ 

使用済み紙おむつから再生した固形燃料（RPF）を活用 

「ネピア ネピネピ 2 倍巻 12 ロール RefF（リーフ）」発売 

 

 

 

 

 

2024 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
⽇ 

 

ネピネピ トイレットロール 2 倍巻 
12 ロール RefF（リーフ） ダブル 

ネピネピ トイレットロール 2 倍巻 
12 ロール RefF（リーフ） シングル 

少⼦⾼齢化の影響を受け、使⽤済み紙おむつの排出量（こども⽤＋⼤⼈⽤）
は、2015 年の 208 万 t から 2030 年には 245 万 t に⼤きく増加する⾒込み
で、⼀般廃棄物全体の約 7 ％に達すると推計されています。（※）  

2020 年には環境省が「使⽤済紙おむつの再⽣量等に関するガイドライン」
を策定。また、現在廃棄される使⽤済み紙おむつの多くが市区町村等の廃棄物
処理施設で焼却されていますが、2030 年までに使⽤済み紙おむつの再⽣利⽤
に取り組む⾃治体の数を現⾏の約 3 倍となる 100 市区町村に増やすという⽬
標を発表しています。この社会課題は⾃治体だけでなく紙おむつにまつわる事
業者にとっても、取り組むべき⾮常に重要な問題となっています。 

（※）⼀般社団法⼈ ⽇本衛⽣材料⼯業連合会「紙おむつ排出量推計」2020 年 2 ⽉よりデータ引
⽤。グラフ作成は王⼦ネピアによる 
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⽔平リサイクルプロジェクト RefF（リーフ）とは 

RefF（リーフ）とは「Recycle for the Future」の頭⽂字をとったもので、
ユニ・チャームが展開する⽔平リサイクルのブランド名です。当社は持続
可能な社会の実現に貢献するべく「使⽤済みの紙パンツを捨てないみらい」
に向けてリサイクルに取り組んでいます。以前より使⽤済み紙パンツ・紙
おむつ排出量増加問題への取組検討を進めていた王⼦ネピアは、この考え
に賛同しこの度のプロジェクト参画となりました。 

 
RefF（リーフ）プロジェクトでの連携に向けた各社⻑コメント 

王⼦ネピア株式会社 代表取締役社⻑ 森平 ⾼⾏ 
紙おむつのリサイクルは、現代社会が直⾯する重要な課題であり、多くの⾃治体や企業

の連携が不可⽋です。このたび、ユニ・チャーム株式会社の協⼒のもと、RefF（リーフ）
プロジェクトに参画することとなりました。⽇常⽣活で誰もが使⽤するトイレットロール
を通じたリサイクルの取り組みによって、環境問題への意識向上の⼀助となることを期待
しております。当社は、今後も、森林保全をはじめとする環境課題に対して、企業として
の責務を深く認識し、持続可能な社会の実現に寄与してまいります。 

 

ユニ・チャーム株式会社 代表取締役 社⻑執⾏役員 ⾼原 豪久⽒ 
当社は、使⽤済み紙パンツ（紙おむつ）を再利⽤するリサイクル活動を通じて、持続可能

な社会の実現に貢献することを⽬指しています。このたび、王⼦ネピア株式会社と共に、使
⽤済み紙パンツ（紙おむつ）から再⽣された RPF を活⽤した取り組みを開始できることを
⼤変喜ばしく思います。この連携は、私たちが共に環境課題に取り組む重要な⼀歩であり、
今後も多くの⾃治体様や企業様と協⼒して、循環型社会の推進に貢献してまいります。 

 
 

「ネピネピ トイレットロール」におけるリサイクルの流れ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

使⽤済み紙おむつから再⽣した固形燃料（RPF）を発電に利⽤し、その電⼒をトイレットロールの加⼯⼯程に
利⽤。固形燃料（RPF）の量とそこから⽣まれるトイレットロール量を厳密に管理しています。当該の固形燃料
（RPF）の電⼒を利⽤して⽣産された商品のパッケージには、RefF（リーフ）マークが表記されます。 

RefF（リーフ）プロジェクトの枠組みにおいては、回収した使⽤済み紙おむつから取り出された素材を再資源
化したもののうち、これまでリサイクル消費されていなかった固形燃料（RPF）の活⽤を担います。 
「⼈と地球に、ここちいい。」のタグラインのもと、紙おむつをはじめとするふだんの暮らしに寄り添う商品を展
開する当社は、RefF（リーフ）プロジェクトへの参画を通じて、使⽤済み紙おむつの資源循環を推進し、社会課
題解決に向けて貢献してまいります。  



 
 
 
■ユニ・チャームとネピアの RefF（リーフ）プロジェクト 特設サイト 

https://e-nepia.com/learn/reff2406.html 

 

■『RefF（リーフ）』ブランドサイト 

https://www.unicharm.co.jp/ja/csr-eco/reff.html 

 
 

◆本件に関するお問い合わせ先◆ 

＜商品に関するお問い合わせ＞ 
王⼦ネピア株式会社 マーケティング本部 商品企画部  

TEL：03-3248-2855 
 

◆お客様からのお問い合わせ先◆ 

お客様相談室 TEL：0120-985-041（⼟⽇・祝⽇などを除く） 
ネピアホームページ https://www.nepia.co.jp 


